
今後の行事予定 今後の行事予定 
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平成２０年１月２０日（日）に川崎町の北上川交流セ　平成２０年１月２０日（日）に川崎町の北上川交流セ
ンターを会場に、カスリン・アイオン台風６０年事業ンターを会場に、カスリン・アイオン台風６０年事業
児童 ･生徒交流会を開催しました。児童 ･生徒交流会を開催しました。
両磐地区の小学校 ･中学校から４０名が参加し、消　両磐地区の小学校 ･中学校から４０名が参加し、消
防職員や一関市消防団消防 ･防災セミナーの指導員防職員や一関市消防団消防 ･防災セミナーの指導員
から、水害に関する正しい知識の説明を受けましから、水害に関する正しい知識の説明を受けまし
た。また、土のうを実際に作り、積んでゆく水防工た。また、土のうを実際に作り、積んでゆく水防工
法を体験しました。法を体験しました。
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平
成
二
十
年
六
月
一
日
か
ら
全
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

　

火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

　
●
通
常
寝
室
と
し
て
使
う
部
屋
。

●
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る
場
合
は
、
寝

室
と
階
段
の
上
部
。

●
寝
室
が
な
い
階
で
七
平
方
メ
ー
ト
ル

（
約
四
畳
半
）
以
上
の
居
室
が
五
以
上

あ
る
階
は
廊
下
等
に
設
置
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
に
は
、
煙
を
感
知
し
て
火
災
の
発
生

を
報
知
す
る
「
煙
式
の
火
災
警
報
器
」
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
品
質
を
保
証
す
る

た
め
に
、
日
本
消
防
検
定
協
会
で
は
鑑
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
基
準
に
適
合
し
た
も
の
に

は
、
下
図
の
よ
う
な
鑑
定
マ
ー
ク
が
つ
い
て

い
ま
す
の
で
、
購
入
時
の
目
安
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
台
所
へ
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
火
を
使
用
す
る
機
会
の
多
い
台
所
に

も
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。
台
所
に
設
置
す

る
場
合
は
、
熱
を
感
知
し
て
火
災
の
発
生
を

報
知
す
る
「
熱
式
の
火
災
警
報
器
」
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
階
建
て
住
宅
や
特
別
な
形
態
の

住
宅
へ
の
設
置
方
法
な
ど
、
ご
不
明
な
点
に

つ
い
て
は
各
消
防
署
、
分
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

取
り
付
け
る
位
置
に
つ
い
て

　

警
報
器
に
は
「
天
井
設
置
タ
イ
プ
」
と

「
壁
掛
け
設
置
タ
イ
プ
」
が
あ
り
ま
す
の
で

有
効
に
感
知
す
る
よ
う
、
左
記
の
位
置
に
取

り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

鑑定マーク

基準に適合したも
のにはこのマーク
がついています。

警報器取り付け位置について警報器取り付け位置について

天井型
　火災警報器の中心を壁（または梁）か
ら６０cm以上離して取り付けます。

　エアコン等の吹き出し口からは、１.５m
以上離しましょう。

壁掛型
　火災警報器の中心を天井から１５～
５０cm以内に貼り付けます。

　

平
成　

年
度
危
険
物
安
全
週
間
が
６
月

２０

８
日
〜　

日
ま
で
「
安
全
へ
確
か
な
ス
マ
ッ

１４

シ
ュ
保
守
点
検
」
を
推
進
標
語
に
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

　　

危
険
物
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
な

ど
の
燃
料
の
ほ
か
、
塗
料
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

化
学
繊
維
な
ど
の
原
料
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
危
険
物
は
ひ
と
た
び
取
扱
い
を

誤
る
と
多
く
の
生
命
や
財
産
を
一
瞬
で

奪
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
安
全

の
確
保
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
そ
の
危
険
性
を
理
解
し
取
扱
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
関
市
消
防
本
部
で
は
危
険
物
の
取
扱

い
に
つ
い
て
一
層
の
安
全
推
進
を
図
る
た

め
、
次
に
掲
げ
る
二
つ
の
項
目
を
重
点
に
事

業
を
展
開
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一　

危
険
物
施
設
の
管
理
状
況
確
認

　
　
　
（
査
察
）

　

二　

危
険
物
安
全
研
修
会
の
開
催
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あ
な
た
の
家
に
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

　
住
宅
に
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う 
あ
な
た
の
家
に
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

　
住
宅
に
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う 
あ
な
た
の
家
に
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

　
住
宅
に
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う 

設
置
す
る
火
災
警
報
器
の
種
類

施設の管理状況確認などへご協
力をお願いします。
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県
立
磐
井
病
院　

救
急
医
療
科
長　

片　

山　

貴　

晶　

　

生
後
６
ヶ
月
に
な
る
と
、
子
供
は
手
を
出

し
て
物
を
つ
か
み
、
必
ず
口
に
持
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
誤
飲
・
誤
食
が
発
生
し
ま
す
。

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
子
供
の
行
動
範
囲
が

広
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
誤
飲
の

原
因
と
な
る
も
の
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

三
〜
五
歳
に
な
る
と
、
棚
の
上
な
ど
の
高

い
所
の
物
、
引
出
し
な
ど
の
中
に
あ
る
物
も

誤
飲
・
誤
食
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
異
物
が

肺
に
入
れ
ば
窒
息
し
て
命
を
落
と
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
生
活
様
式
の
違
い
か
ら
、
欧
米

に
比
べ
て
異
常
に
高
い
発
生
率
を
持
続
し
て

い
ま
す
。
乳
幼
児
の
口
に
入
る
サ
イ
ズ
の
物

で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
原
因
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
最
近
の
実
例
で
は
、
ス
ト
ラ
ッ

プ
に
つ
い
た
飾
り
、
母
親
が
身
に
つ
け
て
い

た
ピ
ア
ス
、
ボ
タ
ン
電
池
・
芳
香
剤
の
粒
、

小
さ
い
ネ
ジ
や
ナ
ッ
ト
・
コ
イ
ン
、
ホ
ウ
酸

団
子
・
古
釘
な
ど
様
々
で
す
。

　

紙
・
ク
レ
ヨ
ン
・
化
粧
品
・
シ
ャ
ン
プ
ー
・

芳
香
剤
・
石
鹸
・
マ
ッ
チ
・
シ
リ
カ
ゲ
ル
・

粘
土
・
保
冷
剤
・
体
温
計
の
水
銀
・
イ
ン

ク
・
絵
の
具
・
ろ
う
そ
く
な
ど
を
誤
飲
・
誤

食
し
た
場
合
、
誤
食
量
で
は
無
害
な
の
で
、

で
き
る
だ
け
口
の
中
か
ら
取
り
除
き
、
し
ば

ら
く
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
飲
み
込
ん
だ
途
端
に
咳
が
止

ま
っ
た
、
医
薬
品
・
殺
虫
剤
・
洗
浄
剤
・
電

池
や
鋭
利
な
物
な
ど
を
飲
ん
だ
、
顔
色
が
悪

い
と
き
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
。
け
い
れ

ん
を
起
こ
し
た
り
、
意
識
が
な
く
な
っ
た
り

し
た
場
合
は
救
急
車
を
呼
ん
で
下
さ
い
。
窒

息
し
た
場
合
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
異
物

除
去
法
を
直
ち
に
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ボ
タ
ン
電
池
は
飲
ん
だ
電
池
の
種
類
（
Ｌ

Ｒ
ア
ル
カ
リ
マ
ン
ガ
ン
電
池
、
Ｍ
Ｒ
・
Ｎ
Ｒ

水
銀
電
池
な
ど
）
や
未
使
用
か
使
用
済
か
で

対
処
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
に
は

こ
れ
ら
の
情
報
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
ボ
タ

ン
電
池
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
リ
モ
コ
ン
な

ど
の
ふ
た
を
テ
ー
プ
で
固
定
し
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

誤
食
・
誤
飲
で
受
診
さ
れ
る
場
合
は
正
確

な
時
刻
、
量
や
成
分
が
重
要
で
す
の
で
、
現

物
ま
た
は
同
等
品
を
な
る
べ
く
持
参
し
て
下

さ
い
。
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小さい子供の異物の飲み込み
には注意しましょう。

計藤沢町平泉町
一　関　市

　　地域 川崎室根東山千厩大東花泉一関
４０２１３３８３６１４建物火災
１１１１１１３１３林野火災
７２１１３車両火災
２１４４２２１１４３その他火災
７９７６２６７９８１１２３計

計藤沢町平泉町
一　関　市

川崎室根東山千厩大東花泉一関
４７７２３９６１１９火 災
１１自然災害
６２１１１１水 難
４５７１７４５３０１５２３４１３４４５２０７交 通
６１５１２５３１０４１３０労働災害
６８５３３３６８６７２７運動競技
７６１４３６８４０２７４９７４７５７９３０６一般負傷
２７２１１１４１２１５加 害
７４５５１４４８１２６２９自損行為
３,３４９１８０２４１１８３１３０２３６３２０３６１３５５１,３４３急 病
８３６５１２５１５２８５７１３８７９６４３７９転院搬送
０医師搬送
０資器材等搬送
４７２５２２１６２６２１そ の 他
５,７３４３１９３９６２８０２２４３８０６０９５８１５６８２,３７７計

平成１９年の救急件数　　（平成１９年１月１日～平成１９年１２月３１日）

平成１９年の火災件数　　（平成１９年１月１日～平成１９年１２月３１日）

119番のかけかた 119番のかけかた 119番のかけかた 
「消防署１１９番です。 
　火事ですか？救急ですか？」 

「火事です。」　「救急です。」 

「場所はどこですか？ 
　何か目標物はありますか？」 

「○○市○○町字○番地です。」 
「○○集会所の隣です。」 

火事：何が燃えていますか？ 
救急：どうしましたか？ 

火事：「火災や事故の状況」 
救急：「具合の悪い人の状態」 
を簡単に伝える。 

あなたの名前、今かけている 
電話番号を教えてください。 

「私の名前は、○○○○です。 
　　電話番号は、・・・」 

消
防
本
部
通
信
指
令
係 

通
　
報
　
者 
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　千厩町第１－２区自治会自
主防災組織では、自治会内の
各世帯に住宅用火災警報器を
普及させるため、組織で警報
器のあっせんを行いました。
　また、高齢者宅など自分で
警報器の取り付けが困難な世
帯には、自主防災組織の方々
が出向いて取り付け作業を行
ない、地域ぐるみで火災によ
る被害の撲滅に取り組みまし
た。

高齢者宅などへ、
組織の皆さんで住
宅用警報器を取り
付けました。
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　東山町松川１区自主防災会
では、２月１６日（土） と３月
１５日（土）の２日間、岩手県
の「住民参加による地域防災力
形成事業」の一環としてワーク
ショップを開催し、災害時の
避難行動体制について話し合
いを行ないました。
　その中では、地域内の災害
の特徴などを考え、災害時は
地域住民によりお年寄りなど
の避難を補助することが必要
であることを再確認しました。
今回の話し合いを今後は避難
マニュアルの作成に役立てて
いくことにしました。

地域内の防災施設
や危険なところを
地図に書き入れ、
地域内に災害が発
生した場合の対応
方法を話し合いま
した。
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　２月２３日に一関市消防本部３階講堂で優良自主防災
組織表彰式が行われました。これは防災技術の向上・自
主防災意識の啓発・地域防災活動の推進を目標に優れた
組織を毎年表彰しているものです。

表彰を受けた方々は下記のとおりです。
　上申の部（推薦の部）
　①花泉町婦人消防協力隊　分隊長　 岩　渕　トク子
　②東山町婦人消防協力隊　分隊長　 永　澤　清　子
　③室根町婦人消防協力隊　隊　長　 遠　藤　たみ子
　④川崎町婦人消防協力隊　班　長　 小野寺　ちえ子
　⑤藤沢町婦人消防協力隊　副隊長　 三　浦　フミ子
　⑥平泉町婦人消防協力隊　本隊班長 内　藤　はしめ

　応募の部
　① 山目７－南 ･北区自主防災会 （一　関）
　② 真滝地区三関４区自主防災会 （一　関）
　③ 永 井 地 区 防 災 自 治 会 （花　泉）
　④ 金 沢 地 区 自 主 防 災 会 （花　泉）
　⑤ 丑 石 地 区 自 主 防 災 会 （大　東）
　⑥ 曽慶第６区部落会自主防災部 （大　東）
　⑦ 千厩町第１－２区自治会 （千　厩）
　⑧ 滝 ノ 沢 地 区 自 主 防 災 会 （東　山）
　⑨ 所 萱 自 治 会 自 主 防 災 会 （川　崎）

発行日●平成２０年５月２５日
編　集●一関市消防本部
　　　　〒０２１－００５３
　　　　岩手県一関市山目字中野１４０－３
　　　　ＴＥＬ（０１９１）２５－０１１９
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結成率組織数地域市町村
５７.９６５６一関

一関市

１００.００７花泉
３１.８２２４大東
１００.００３１千厩
９６.４３２７東山
５０.００１０室根
９６.１５２５川崎
５２.３８１１平泉町
９３.１８４１藤沢町

自
主
防
災
組
織
の

結
成
状
況

平成２０年４月１日現在
※結成率は組織行政区数／全行政区

表彰を受けた皆さん


